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1. はじめに 

 2024 年 1月 1日、石川県能登半島を震源とするマグ

ニチュード 7.6 の能登半島地震が発生した。この地震

により、多くの家屋やインフラ施設が被害を受け、甚

大な被害をもたらした。地震発生時、石川県に住んで

いる友人に連絡を取ろうとしても通信インフラが被災

しているため連絡が取れず、安否確認ができなかった。

被災者自身が自力で通信可能な地域まで移動すること

は大変危険である。そこで、被災者が安全な場所にと

どまったままデータ自体に通信可能な地域まで移動し

てもらい、家族や友人と連絡を取る手法を考えた。ス

マホからスマホにデータが渡り、安否情報を送受信す

るシステム「こねくと(仮)」を提案する。 

2. 概要 

 「こねくと(仮)」では、災害時に通信インフラが使

用不可能となった状態でも、家族や友人と安否情報を

共有し被災状況を把握することができるシステムであ

る。スマホ同士で Bluetooth 機能を用いたアドホック

ネットワークを構築し、圏外の端末から圏内の端末ま

で安否情報を伝達し、安否情報を共有することが目的

である。家族や友人の安否情報を確認したい場合は、

本アプリや専用サイトを用いることで確認ができる｡ 

3. システムの特徴 

3.1. 既存技術の組み合わせ 

 Bluetooth やアドホックネットワークなどの既存技

術を組み合わせることで、広範囲で効率的なネットワ

ークを構築する。 

3.2. 軽量データ 

 データ転送速度と情報量を最適化した軽量データの

フォーマットを採用することで、通信負荷やバッテリ

ー消費量を抑える。 

3.3. 複数サーバー連携 

 クラウド上に設置されたサーバーと任意で設置可能

なサーバーを連携することで、広域な情報収集と災害

時の通信混雑対策が可能である。 

3.4. 過去の位置情報の共有 

 通信時に過去 24 時間の位置情報を共有することに

より、被災者の移動履歴を把握し、安否確認や支援活

動をより効率的に行うことが可能である。 

4. 動作イメージ 

4.1. 通常時 

 

図 1:通常時の動作イメージ 

4.2. 災害時 

 

図 2:災害時の動作イメージ 

5. 終わりに 

 近年、南海トラフ巨大地震や首都直下地震などの大

規模な災害への警戒が高まっている。通信が社会のイ

ンフラを担っている中、大規模な災害発生時に通信を

支える技術があったら、とても心強いものになるはず

である。本システム「こねくと(仮)」が、災害時に被

災者の不安を軽減させることができるものになると期

待している。 
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はじめに

学習において暗記は基礎知識の習得や学びを深める

ために必要です。しかしその重要性は認識していても、

暗記できていないと感じる人は多いです。

そこで、効果的な暗記法の提案を考えました。様々

な暗記方法がある中、私たちは「覚え歌」に着目しま

した。これは覚えたい語句を歌詞とした歌唱曲で「替

え歌」、「学習ソング」などとも呼ばれます。メロディ

ーに乗せて繰り返し歌うことで楽しみつつ反復学習す

ることになり、効果的に暗記が出来ます。また、視覚

と聴覚など複数の感覚器を使うことも長期記憶に結び

つきやすくなり、覚えたものが知識として定着します。

しかしながら、既存の覚え歌は歌詞もメロディーも

固定されているものが多いです。「自分の覚えたい語句

を好みに合うなじみのメロディーにのせた覚え歌にし

て歌ってくれるアプリがほしい」そんな夢を実現する

のが、私たちが提案する「覚え歌つくるくん」です。

システムの説明

システム概要と構成

本システムではユーザーが歌詞として入力する語

句を 節で概説する独自のアルゴリズムを用いて、

メロディーとなる童謡曲のフレーズに当てはめ、覚え

歌の楽譜を作成します。楽譜を作成したのち、

で合成音声キャラクターの歌声を生成、これと別

に作成した伴奏を合わせて覚え歌を再生します。生成

した覚え歌や楽譜、入力した歌詞はユーザーのデバイ

スに保存されます。

楽譜の自動作成

楽譜を作成するためにフレーズに歌詞を当てはめる

際、原曲の歌詞 文字に覚えたい語句の 文字を割り

当てることが基本ですが、曲の区切り（フレーズ）で

語句が丁度よく入るようにするために、語句の読みを

モーラで取り扱い、モーラ数と音符の数を比較しなが

ら原曲のリズムが崩れないように優先順位をつけて促

音や長音を削除する、 音符の長さを変えるといった

処理を独自のアルゴリズムを作成して行います。

使い方

語句の入力

はじめに、歌詞となる「覚えたい語句」を入力しま

す。語句とその読みを入力します。再生画面に表示し

たい付加情報も入力します。付加情報は覚え歌を作成

した後に修正可能です。

替え歌の作成

リストから覚え歌に使うメロディーを選択します。

リストには童謡曲が表示されます。覚えたい語句と曲

の相性をシステムが判断し合わせやすい順に並べるた

め、ユーザーは悩まずに曲を選ぶことができます。同

じ歌詞の覚え歌を複数の曲で作成することも可能です。

覚え歌の再生

覚え歌の生成が完了すると選んだキャラクターの音

声で覚え歌が再生できるようになります。画面には歌

詞が表示され、歌詞を見ながら覚え歌を聞く、一緒に

歌う、また、カラオケ風に伴奏に合わせて歌うことが

出来ます。

まとめ

覚え歌つくるくんは覚えたい語句を歌詞とした覚え

歌を自動生成し、効果的な暗記学習を補助するシステ

ムです。モーラを使ってフレーズに語句を当てはめる

処理を行うことで、好きな歌詞で、好きなメロディー

を選べるようにしました。色々な方法で覚え歌を何度

も歌うことで、楽しく効果的に暗記学習を進めること

ができます。

図２ 促音を削除する例 

 
 

図１ システム構成 
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